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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/375    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3435   (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  21/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/375   　　　　
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｋ   5/3435  　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/20    ＣＥＱＺ
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月24日(2011.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴムコンパウンドの製造のための改良された方法であって、ゴムの質量に基づいて、式
Ｉ

【化１】

［式中、Ｒ1は、水素、Ｃ1－Ｃ20アルキル基、スチリル基、α－メチルスチリル基又は－
ＣＨ2－Ｓ－Ｒ3；又はＣ2－Ｃ20アルケニル基、Ｃ3－Ｃ20アルキニル基、Ｃ5－Ｃ9シクロ
アルキル基、フェニル基又はトリル基により置換されたＣ1－Ｃ20アルキル基であり；
Ｒ2は、Ｃ1－Ｃ20アルキル基又は－ＣＨ2－Ｓ－Ｒ3であり、
Ｒ3は、Ｃ1－Ｃ20アルキル基；フェニル基、ヒドロキシル基、シアノ基、ホルミル基、ア
セチル基又は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ5により置換されたＣ1－Ｃ20アルキル基；Ｃ2－Ｃ20アルケ
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ニル基、Ｃ3－Ｃ20アルキニル基、Ｃ5－Ｃ9シクロアルキル基；又はヒドロキシル基、フ
ェニル基、４－クロロ－フェニル基、２－メトキシカルボニルフェニル基、ｐ－トリル基
、１，３－ベンズチアゾール－２－イル基、－（ＣＨＲ5）nＣＯＯＲ6又は－（ＣＨＲ5）

nＣＯＮＲ7Ｒ8により置換されたＣ5－Ｃ9シクロアルキル基であり；
Ｒ4は、水素又はメチル基であり、
Ｒ5は、水素又はＣ1－Ｃ6アルキル基であり、
Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ20アルキル基；酸素又は硫黄により中断されたＣ3－Ｃ20アルキル基；Ｃ5

－Ｃ9シクロアルキル基、フェニル基、ベンジル基又はトリル基であり、
Ｒ7及びＲ8は、互いに独立して水素又はＣ1－Ｃ6アルキル基であり、及び
ｎは１又は２である］の加工安定剤０．１～２％の量の存在下で１２５～２００℃でゴム
及び成分を配合することを含む方法。
【請求項２】
　Ｒ3がＣ6－Ｃ18アルキルである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒ1がメチル基であり、
Ｒ2が－ＣＨ2－Ｓ－Ｒ3であり、
Ｒ3がＣ8－Ｃ12アルキル基であり、及び
Ｒ4が水素である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　該成分が、顔料、染料、充填剤、均展助剤、分散剤、可塑剤、加硫活性剤、加硫促進剤
、加硫剤、電荷制御剤、付着促進剤、帯電防止剤、金属酸化物、抗酸化剤及び光安定剤か
らなる群から選択される、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　該成分がエポキシド化大豆油及び／又は２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１
－オキシルである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　該配合が１５０～２００℃で行われる、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方
法。
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